
平成20年2月4日
兼松株式会社

平成２０年３月期　第３四半期　連結業績ハイライト

（単位：億円）

平成19年3月期 平成20年3月期

増減額 増減率 進捗率

　売上高 6,181 9,431 6,136 3,114 9,251

　売上総利益 485 758 459 220 680

　売上総利益率 7.8% 8.0% 7.5% 7.1% 7.4%

　　販売費及び一般管理費 △ 364 △ 589 △ 334 △ 162 △ 496

　営業利益 121 170 125 58 184

　  営業外収益 20 42 32 10 42

　  営業外費用 △ 47 △ 71 △ 48 △ 22 △ 70

　経常利益 94 141 110 46 156

　  特別利益 54 56 24 124 148

　  特別損失 △ 27 △ 41 △ 30 △ 1 △ 31

  税金等調整前当期純利益 121 156 103 169 272

△ 58 △ 70 △ 48 △ 58 △ 106

　当期純利益 63 86 55 111 166

（単位：億円）
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増減額 増減率

 　Ｉ　　　　Ｔ 2,533 2,690 157 6.2% 56

　食 品 ・ 食 糧 2,075 2,118 43 2.1% 21

　鉄　　　　鋼 1,046 1,088 42 4.0% 43

　プ  ラ  ン ト 748 809 61 8.1% 15

　鉄鋼・プラント 1,794 1,897 103 5.7% 58

　エネルギー 2,099 2,040 △ 59 △2.8% 21

　ライフサイエンス 240 234 △ 6 △2.5% 3

　ライフサイエンス・エネルギー 2,339 2,274 △ 65 △2.8% 24

　そ の 他 691 273 △ 418 △60.5% 9

　消去又は全社 △ 2 △ 1 1 － 2

　合      計 9,431 9,251 △ 180 △1.9% 170

（単位：億円）

増減

　総資産 △ 462

　グロス有利子負債 △ 345

　ネット有利子負債 △ 175

　株主資本 166

　評価・換算差額等 △ 18

　少数株主持分 8

156

　自己資本比率　（注1） 3.4%

　ネットＤＥＲ（倍）　（注2） △ 2.3

（注1）自己資本比率＝（純資産－少数株主持分）／総資産　　（注2）ネットDER＝ネット有利子負債／（純資産－少数株主持分）
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概　　　要

　

　　○営業利益・経常利益は、前年同期比増益。
　
　　○当期純利益は、ＬＮＧ権益売却益等もあり、前年同期比８０億円（９３．３％）の増益で、１６６億円。

    ○当期純利益の通期見通しを、10月1日付け公表の１６０億円から１８０億円に上方修正。

売上高
兼松繊維の持分法適用会社移行等
により減収。一方、ＩＴ、食品・食糧、
鉄鋼・プラントでは増収。
売上総利益
兼松繊維の持分法適用会社への
移行等により減益。
営業利益
食品・食糧部門の飼料および畜産
事業、ＩＴ部門のソリューションおよび
モバイル事業が好調で増益。
経常利益
営業利益の増加やグロス有利子負
債減少による金融収支改善により
増益。
特別損益
ＬＮＧ権益売却による特別利益を
計上。
当期純利益
経常利益増益に加え、特別利益が増
加した為前年同期比大幅増益。

Ｉ　Ｔ
システムソリューション事業、モバイ
ル関連事業が引き続き好調を持続し
増収増益。
食品・食糧
飼料事業に加え、豚肉・鶏肉の販売
も好調に推移しており、増収増益。
鉄鋼・プラント
鉄鋼は引き続き大洋州向け、北米向
け特殊鋼事業が好調で増収増益。
プラントも工作機械・輸送機が堅調
に推移し、増収増益。
ライフサイエンス・エネルギー
子会社におけるエネルギー事業縮
小により減収。相場高止まりによる
収益機会減により減益。
その他
前年同期に兼松繊維を含む。

総資産
兼松繊維の持分法適用会社への移行や、航空機リース資産の
売却による減少。

有利子負債
グロス有利子負債は３４５億円削減。
ネット有利子負債についても１７５億円減少。

株主資本
当期純利益の増加により増加。
その結果、自己資本比率は９．２％、ネットＤＥＲは３．９倍に
改善。

　営業利益　：　１４億円（８．２％）増益　　⇒１８４億円
　経常利益　：　１５億円（１０．５％）増益　⇒１５６億円




